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まちの話題

　市は、震災以降休止していたふるさと納税寄付者への産品送付を9月1日に
再開しました。以前は3万円以上の寄付を対象としていましたが、今回は対象
を5000円以上に引き下げ、寄付額に応じて各種地場産品を送ります。再開を
記念したキックオフイベントでは、生産者の皆さんが販路拡大と地域振興に
期待を寄せました。

石巻地区 石巻地区

　音楽でまちを盛り上げる「トリコローレ音楽祭2014」が石巻駅前にぎわい
交流広場をメーン会場に、復興商店街など12か所で開かれました。11回目の
今年は過去最多の127組700人以上が出演し、ロック、ポップス、ジャズ、クラ
シックなど幅広いジャンルの音色を夏空に響かせました。熱気あふれる演奏
に道を行く多くの皆さんも足を止めて、楽しそうに聞き入っていました。

8月30日（土）
市観光物産情報センター　ロマン海遊21

8月24日(日)
中心商店街
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と　　き　22日(水)　午前10時～正午・午後1時～3時
と こ ろ　石巻ルネッサンス館1階 アドバイザールーム（開成1-35）
定　　員　2社（午前・午後各1社）　申込期限　21日(火)　午前10時
申込方法　所定の申込用紙に必要事項を記入し、FAXで申し込みください。
申・問　石巻産業創造㈱　☎92-1313・FAX 93-9397
     問　市産業推進課（内線3544）

無料経営相談会

　11月は児童虐待防止に向けた強化月間です。児童以外の虐待も深刻な問題で
あり、社会全体で虐待防止に取り組むため講演会を開催します。
と　　き　11月6日(木)　午後1時～4時
と こ ろ　河北総合センター「ビックバン」　1階　文化交流ホール
講　　師　精神科医　佐竹 直子 氏　仙台オンブズネット「エール」 小湊 純一 氏
内　　容　児童・高齢者・障害者虐待の現状と対応について（2部構成）　
予約受付　10月1日(水)から電話で受け付けします。
申・問　虐待防止センター（内線2542）

虐待防止センターから 各種虐待の防止講演会(要予約)

と　　き　14日・28日(火)　いずれも午前10時30分～午後4時
と こ ろ　市役所2階　市民相談センター相談室　
定　　員　18人（1日9人）〔先着〕
予約受付　10月1日(水)　午前9時から電話で受け付けします。
相談内容　賃貸借、不動産、離婚や多重債務、相続関係等
申・問　市民相談センター（内線2532・2533）

弁護士による無料法律相談（要予約）

　（公財）みやぎ産業振興機構では、中小企業・個人事業者向けに、取引上の悩み、
トラブル、事業上の疑問等について、弁護士に相談できる無料相談会を実施します。
と　　き　23日(木)　午後1時～4時　と こ ろ　石巻合同庁舎 104会議室
申込期限　16日(木)
申・問　（公財）みやぎ産業振興機構　フリーダイヤル0120-418-618
     問　市商工課（内線3524）

無料弁護士移動相談会(要予約)

　被雇用者の皆さんや事業者の方からの相談に、社会保険労務士が応じます。
と　　き　3日（金）　午前10時～午後4時
と こ ろ　市観光物産情報センター「ロマン海遊21」(JR石巻駅前)
問　魚喜社会保険労務士事務所☎93-2455 市商工課(内線3523)

社会保険労務士会による無料相談会

内　　容　（1）研修会　東京電力に対する損害賠償請求および和解仲介
　　　　　（2）個別相談会　仙台弁護士会による個別相談　1組当たり約30分
と　　き　23日（木）　午後1時～4時30分
と こ ろ　石巻合同庁舎5階大会議室　
定　　員　研修会:200人　個別相談会:10人程度
申込方法　参加申込書に必要事項を記入し、県原子力安全対策課へFAX、Eメー
　　　　　ル、郵送で申し込みください。
申込書配布　市役所3階環境放射線対策室（環境課内）・各総合支所市民生活課・
　　　　　　各支所で配布
申込期限　20日（月）〔必着〕
申・問　〒980-8570（住所不要）宮城県環境生活部原子力安全対策課
　　　　 ☎022-211-2340　FAX022-211-2695
　　　　 　gentaij@pref.miyagi.jp
     問　市環境放射線対策室　（内線3366）

福島原発事故による損害賠償請求研修会および個別相談会（要予約）

ふるさと納税の
産品再開キックオフ

市報 いしのまき9


